
令和２年度 (公財)ＪＫＡ補助事業の成果及び自己評価結果の公表 

 

補助事業名 2020年度公設工業試験研究所等における機械設備拡充補助事業 

補助事業者名 地方独立行政法人北海道立総合研究機構 

 

１ 補助事業の概要 

(1)事業の目的 

北海道立総合研究機構工業試験場における試験機器の整備を推進し、試験研究機能

や技術支援機能の強化を図ることにより、道内中小企業等の技術力向上を支援し、機

械工業の振興、新産業の創出に貢献します。 

(2)実施内容 

液中あるいは空気中に分散させた粉体試料にレーザー光を照射し、回折・散乱して

きた光を検出することで、粒子の大きさ（粒度）やその分布を測定する「粒度分布測

定機」、また、樹脂材料の試験片に一定の荷重を与えた状態で雰囲気温度を上げていく

ことで、耐熱性を評価する指標の一つである熱変形温度を測定する「ヒートデストー

ションテスター」を導入しました。 

 

２ 予想される事業実施効果 

①粒度分布測定機 

本機器の導入で、粉体試料の粒度分布測定能力が向上したことにより、測定対象の

拡大が見込まれることから、製品の品質や信頼性の向上、新製品開発、製造工程の改

善が促進され、道内製造業の振興に大きく貢献すると予想されます。 

②ヒートデストーションテスター 

本機器の導入で、樹脂材料の耐熱性評価能力が向上したことにより、測定対象の拡

大が見込まれることから、製品の品質や信頼性・安全性の向上、新製品開発が促進さ

れ、道内製造業の振興に大きく貢献すると予想されます。 

 

３ 本事業により導入した設備 

①粒度分布測定機 

（http://www.hro.or.jp/list/industrial/research/iri/gijyutu/setsubi/facility

/20/ryuudobunnpu.pdf） 

粉体製品を扱う上で重要かつ基本的な指標である粒度やその分布を高精度に測定す

る装置です。無機粉体、有機粉体に加え、エマルジョン中の油滴あるいは水滴も測定

できます。 

 



粒度分布測定機 

設置場所：【地方独立行政法人北海道立総合研究機構 産業技術環境研究本部 工業試験場】 

 

②ヒートデストーションテスター 

（http://www.hro.or.jp/list/industrial/research/iri/gijyutu/setsubi/facility

/20/hitdestoson.pdf） 

樹脂材料の耐熱性を評価する装置です。JIS K7191-1(荷重たわみ温度)、JIS K7206(ビ

カット軟化温度)、IEC-J60335-1 30.1項(ボールプレッシャー試験)に対応した試験が

できます。 

ヒートデストーションテスター 

設置場所：【地方独立行政法人北海道立総合研究機構 産業技術環境研究本部 工業試験場】 



③本事業に係る印刷物等 

北工試だより ～道総研工業試験場メールマガジン～

R2/12/10配信：粒度分布測定機 



R3/2/12配信：ヒートデストーションテスター 

 

 



４ 補助事業の自己評価 

①粒度分布測定機 

本事業で機器を更新したことにより、測定できる粒径範囲の上限が700μmから2000

μmに拡大したり、これまでは難しかった水溶性試料の測定が容易になるなど、より幅

広い粉体試料の測定が可能となりました。北海道内の機能性食品や医薬素材、樹脂お

よび複合材料の製造業者などからの様々なニーズに対して、製品の品質管理や製造工

程の設計、新規素材の開発などを支援する体制の充実を図ることができました。 

 

【総合評価点】４ 全体として比較的高いレベルの事業であった。 

 

②ヒートデストーションテスター 

本事業で機器を更新したことにより、JIS K7191-1(荷重たわみ温度)、JIS K7206(ビ

カット軟化温度)、IEC-J60335-1 30.1項(ボールプレッシャー試験)に対応した樹脂材

料の耐熱性評価が可能となりました。北海道内の自動車関連産業、電気電子機器、住

宅建材の樹脂製品製造業者などからの様々なニーズに対して、製品の品質や信頼性・

安全性向上を支援する体制の充実を図ることができました。 

 

【総合評価点】４ 全体として比較的高いレベルの事業であった。 

 

 

（参考）2020年度ＪＫＡ補助事業「自己評価スコアリングガイド」 

    

総合評価 

５ 全体として極めて高いレベルの事業であった。 

４ 全体として比較的高いレベルの事業であった。 

３ 
一部に不十分な水準の内容があり、今後の課題となるが、全体とし

てはほぼ問題のないレベルの事業であった。 

２ 全体として不十分なレベルの事業であり、いくつもの課題が残った。 

１ 
全体として極めて不十分なレベルの事業であり、根本的な見直しが

必要である。 


